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S-310-37号機ロケットで観測した中波電波伝搬特性を用いた電離圏D領域の電子密
度推定

Estimation of the electron density in the ionospheric D-resion from MF radio wave ob-
served by S-310-37 rocket
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2007年 1月 16日午前 11時 20分，S-310-37号機ロケットが内之浦宇宙空間観測所より打ち上げられた．この観測ロ
ケットには，電場観測および電離圏 D領域の電子密度推定を行う目的で EFD（電場観測装置）が搭載された．EFDには
長さ約 1mのロッドアンテナが 6本搭載されており，このうち 2本を用いて中波放送波（NHK 熊本第２放送：873kHz）
の電界成分を観測した．EFDの中波放送波観測部は，絶対値検波による電界強度出力と中波放送波を 100Hzにダウンコ
ンバートした波形出力の２種類の出力チャンネルを持つ．観測で得られた中波放送波の伝搬特性を解析することによっ
て，電離圏 D領域の電子密度を求めることができる．
伝搬特性の計算手法には Full-wave法を用いる．Full-wave計算では，あらかじめ電子密度の高度分布を仮定し，この

仮定した電子密度の高度分布における電波伝搬特性を求めることができる．電子密度の高度分布は，Full-wave計算で求
めた電波伝搬特性とロケット観測で得られた電波伝搬特性が一致するように，電子密度の修正および再計算を繰り返す
ことにより推定することができる．発表では，解析手法の詳細および電子密度推定結果について議論を行う．


